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氏名 E-mai
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実　施　時　期

実　施　規　模

実施事業費

実施状況写真 別紙のとおり

みなとオアシスエリア内の各施設が繁忙期にあたり、イベントに対する理解を得るのに苦労した。

活動に対するPR内容

マスコミ等の反響

参加者の反響
（参加者の声）

バザー等参加者は、人手が多く売れ行きも良かった。来場者は、芝生に座ってロケーションを楽し

取材の問合せが多かった。

ＨＰ掲載、ＳＮＳ、ビラ配布、メディアの活用（地元新聞・ラジオ）等

ハワイに似たロケーションで行うハワイアンイベントで、新しい試みということもあり、注目度が高く

海と芝生というフラダンスに絶好のロケーションで、ダンサーからは気分良く踊れたと好評だった。

みながら鑑賞できたという意見が多かった。

実施にあたり苦労した点
（今後他の会員が実施す

る上で注意する点）

会場の使用許可をとるにあたり、管理者が複数に分かれるため、円滑にいかない点があった。

町を含め、イベント開催においては、管理者等の理解を得ることが必要。

平成２９年度活動報告書

福井県おおい町

うみんぴあハワイアンフェスタ２０１７

うみんぴあハワイアンフェスタ実行委員会

報　　告　　者

おおい町商工観光振興課

の控室や休憩場所に活用し、エリア内の一体感を創出した。

実　施　概　要

エリア内の各施設と協力・連携し、隣接するホテルや道の駅うみんぴあ大飯、マリーナを出演者

内容としては、みなとオアシスうみんぴあ大飯内に特設のステージ会場を設け、県内のフラダンスサ

また、同イベント来場者へ向けてみなと内の施設案内やＰＲを実施し集客効果を還元する。

おおい町・おおい町教育委員会・おおい町文化協会・㈱おおい・（一社）おおい町観光協会

　活　動　全　般　　みなとのロケーションを活用した文化活動の活性化及び交流の促進。

町内ダンスサークルが、みなとのロケーションを活用したダンスイベントを開催し、文化活動の

活性化及び他市町の文化活動団体との交流を図る。

　他の会員の参考となる新しい試み等　　エリアの一体感の創出

平成29年5月7日

約1,000人

ークル等がダンスステージ、ハワイアンバンドのライブ、ウクレレ・小物作り体験、雑貨やフード販売

800,000円

を行う。



うみんぴあハワイアンフェスタ２０１７ 活動支援報告

福井県 おおい町



（活動内容）

活動名…うみんぴあハワイアンフェスタ２０１７

主催者…うみんぴあハワイアンフェスタ実行委員会

実施時期…平成29年5月7日

入込数…約1,000人

事業費…800,000円

実施概要…町内フラダンスダンスグループが、みなとの
ロケーションを活用したダンスイベントを開催
することにより、文化活動の活性化及び他団体
との交流を図る。

実施内容…県内外のフラダンスサークル（20組）
ハワイアンバンドライブ
ウクレレ体験・小物作り体験
雑貨・フード販売
うみんぴあ大飯内各施設のＰＲ



（事業経費内訳）

項 目 金 額 備 考

実行委員会自主財源 650,000

活動支援金 150,000
日本海にぎわい・交流
海道ネットワーク

合 計 800,000

（収入の部）

（支出の部）

項 目 金 額 備 考

会場設営委託料 510,000
テント、音響設備、舞台
装飾、電気・水道設営

ゲスト出演委託料 150,000
コオルア（ハワイアン
ミュージシャン）

ポスター等印刷製本費 60,000
ポスター、チラシ、

新聞折込

消耗品等購入費 80,000 雑材、消耗品

合 計 800,000



（事業実施効果①）

来場者数…約1,000人

① うみんぴあ大飯のＰＲ効果（マスコミ、出演者、来場者）

→ 認知度向上、エリア景観のＰＲ

② エリアの一体感を創出

→ エリア内のホテルや道の駅、マリーナ等と協力・連携し、出演者の控室
や休憩場所として活用することで、エリアの一体感が創出された。また、
イベント会場の芝生広場等でうみんぴあ大飯内の各施設の案内やＰＲ
を実施することにより、イベントの集客効果が還元された。

③ 町内外者の交流促進

→ 開放的な屋外で町内外のフラダンスグループが日頃の練習の成果を
発揮することにより、町内者だけでなく町外者も含めて文化活動団体
の交流が図られた。

④ 今後のイベント開催の促進

→ 実行委員会より今後も継続して同イベントを実施したい意向を確認し
ているほか、同イベントだけでなく、他にうみんぴあ大飯でイベントの
開催を検討されている方への後押しになった。



（事業実施効果②）



（うみんぴあ大飯）

原子力発電所立地町の集大成事業と位置付け、「みんなが集い、
楽しみ、安らぐ、海が元気をくれるまち」を基本コンセプトに、
交流人口の拡大を図るべく整備を進め、２１．８ヘクタールの敷
地に、アミューズメント、ホテル、グルメ、ショッピング、ヒー
リング等の施設が集い、年間約８０万人が訪れる町の一大観光ス
ポットとなっている。
昭和６１年に当時の運輸省港湾局が打ち出したコースタルリ

ゾート整備構想を受け検討が開始された後、舞鶴若狭自動車道の
早期完成等のため工事残土を受け入れることとなり、平成８年に
護岸工事を開始、平成１０年より埋立を開始、平成１４年に埋立
を終了。
以降、以下の施設が整備されているほか、今もなお企業立地等

により発展を続けている。

（収容施設）
・うみんぴあ大飯マリーナ
・道の駅うみんぴあ大飯
・こども家族館
・ホテルうみんぴあ
・シーサイドスパおおいの湯
・エルガイアおおい

※うみんぴあ大飯の詳細については、お手元のリーフレットを
ご覧下さい。
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